
印西大師 

 

印西大師 番外・旧第38番 平賀・花島山

 
１ 名称 (No.174/245)〔手引鏡：離島〕〔資料館：花島〕〔行程表：花島〕 

２ 場所 印西市平賀2903付近 花島山 

吉高・蕪和田堂から道程約2,480m 

山の南側斜面、田んぼとの境に参道入口が 

ある。 

GPS座標 35.773242264168914, 140.2534812038086 

３ 由緒 真言宗豊山派 不動堂 

平賀村字花島にあり 来福寺末にして真言宗

たり不動尊を本尊とす 安政五戊午年七月九

日来福寺焼失に付由緒不詳 檀徒三百人（印

旛郡誌） 

４ 御堂 大師堂の中に丸彫りの御大師様が 

１体あり。 

５ 境内 坂道を登ると不動堂と大師堂がある。 

６ 写真 （2021.11撮影） 

 
大師堂 

 
御大師様 

 
不動堂(左)と大師堂(右) 

７ 情報  

(1) 印西大師 第38番 六軒弁天 御詠歌（泉倉寺本による） 

補陀落(ふだらく)や此処(ここ)は岬の船の棹 取るも捨(すつ)るも法の蹉跎山(さだやま) 

四国八十八ヶ所 第38番 真言宗豊山派 蹉跎山(さださん) 補陀洛院(ふだらくいん) 金剛福寺(こんごうふくじ) 写し 

(2) 昭和3年に六軒へ遷座 

六軒厳島神社の御大師様のうち「印西三十八番」とある台座の左面に「昭和三年二月一日 

平賀村 花島より 寫」とある（印西町調査報告書）ことから、理由は不明だが、昭和3年に遷

座したようだ。 

 

 

 

  


